大仙市立花館小学校

第５学年松組　学級活動（１）指導案
指導者　石河　大介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｈ２２．１０．２２
１　議　題　　　　　「『えがおわくわく交流会』をしよう」

（１）のウ：学校における多様な集団の生活の向上

２　目　標

２年生との交流活動をどのようにして行うかを考える活動を通して，上学年としての自覚をもち，自分や友達の得意なことを生かし協力して活動しようという意識や集団への所属感や連帯感を高めることができるようにする。
３　議題選定の理由

（１）児童について（男子１５名，女子１４名，計２９名）

明るく活発で，男女を問わずに一緒に遊んだり活動したりできる子どもが多い。５年生に進級する際に学級編成があり，当初は少し遠慮がちだった子どもたちの関係も，様々な活動を通して徐々にお互いを理解し，協力して活動できるようになってきた。学級目標にもある「みんなのつながり」ということを日々の学校生活の中で強く意識している子どもが多く，学級会の議題掲示板にも，「もっと学級のつながりを深めるために」という理由での様々な提案が並んでいる。また，係活動にも積極的に取り組み，自分たちで企画を考え，活動していきたいという自治的活動への意欲も高まってきている。自作の紙芝居を持って１年生に読み聞かせをするなど，つながりを学級の外へと求めていく係も見られるようになってきた。
学級活動（１）の内容では，これまでに「みんなの心がひとつになるような活動をしよう」「メダカの飼育の仕方を考えよう」「係活動をパワーアップしよう」「スポーツ大会をしよう」「夏を楽しもう」「教育実習の先生とのお別れ会をしよう」などの議題で話合いをしてきた。その中で，話合いの筋道からそれてしまった際にうまく修正できなかったり，なかなか折り合いがつかずに話合いが時間内でまとまらなかったりする場面も多く見られた。また，自分の意見や思いはもっているもののなかなか発表できない児童もいる。しかし最近の話合いでは，相手の意見も認めながら，よりよい方向にまとめていこうとする姿勢も見られるようになってきている。
（２）議題について
４月に高学年の仲間入りをした子どもたちは，学校行事や委員会活動を通して学校のために役立とうとする気持ちが芽生えてきている。特に委員会活動では，自分たちが学校を動かしているという実感をもちながら，６年生をお手本にして意欲的に活動している子どもが多い。また，９月の学習発表会では，裏方としての役割に取り組み，６年生と共に学習発表会を成功に導いたという達成感を味わっている。学年全体でも，高学年としての意識の高まりを感じている。
　　　ちょうどこの時期に，議題コーナーの投書から，２年生と一緒に何か活動をしたいという思いが多くの子どもたちにあることを知った。交流先の２年生とは，６月の新体力テストの際に一緒に活動して，お世話をした経験がある。また，学習発表会では，２年生が自分たちも以前に取り組んだ『スイミー』の音楽劇を発表したため，予行練習の後に励ましやアドバイスのカードを作って一人一人に手渡した。また，そのことに対する返事のお手紙ももらい，ある程度かかわりができている。
５年生も半ばを過ぎ，６年生への進級に向けて，学級集団としてのつながりとともに，広く学校全体のつながりを意識させる第一歩としてのよい機会ととらえ，この議題を選定した。
４　意識する道徳の内容項目
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　　「よりより人間関係」を目指して

・「２年生に喜んでもらうために」という相手意識を大切にした話合いを進めることができるように助言する。
　　　　・自分の担当するコーナーにとらわれず，全体を見通して親身になって話し合う姿勢を大切にする。
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　　　　・心のノートを事前に活用し，思いやりの心について意識的に目を向けさせる。
５　活動計画

（１）活動の流れと主な支援
	
	活動日時
	活　動　内　容

◆計画委員　◇学級児童
	主　な　支　援

	事　前
	10月14日(木)
朝の学活タイム
	◇議題を決める。

	

	
	10月15日(金)
放課後


	◆計画を立てる。

	・提案者も一緒に話し合いに参加するようにし，話し合うことがねらいに沿っているか確かめながら進める。

	
	10月18日(月)
朝の時間・放課後
	◆２年生にアンケートをとり，交流するコーナーの種類と数，全体の流れを決め，話し合うことを確かめる。
	・２年生でも無理なく答えられ，まとめやすいような形式にするよう助言する。

	
	10月19日(火)
帰りの会


	◆議題と話し合うことを発表する。

◇各コーナーのメンバーを決める。
	・自分の意見をしっかりともてるように，話合いカードに書き込むまでに時間をとる。


	
	10月20日(水)
放課後
	◇話し合うことについて考え，自分の意見を話合いカードに書く。
	・提案理由や話合いのめあてを意識した意見になるように，カードで確認してから取り組ませる。

	
	10月21日(木)
放課後
	◆話合いの準備をする。

	・なるべく自分たちの力で進行できるように，話合いの道筋を示して支援する。

	本　時
	10月22日(金)
学級活動
	◆◇話合い活動を行う。
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	事　後
	10月22日(金)　

～29日(金)
	◆◇実践の準備をする


	・担当グループごとに協力して準備に取り組めるように見守る。

	
	11月1日(月)
５校時
	◆◇実践する。

	・問題が生じても，協力して自分たちで解決していけるように励ます。

	
	11月1日（月）

放課後
	◆◇活動の振り返りをする。


	・今後の活動につなげられるように，頑張りを称える。


（２）評価規準
	関心･意欲･態度
	思考･判断
	技能・表現
	知識･理解

	交流会をよりよいものにするために創意工夫をし，友達と協力しながら意欲的に取り組もうとしている。
	提案理由や話合いのめあてに沿って，いろいろな視点から考え判断し，自分の意見をもっている。
	話合いのめあてに沿った発言をし，友達の意見も認めながら協力して話合いをしている。

	話合いの方法や進め方が分かり，みんなで協力して，よりよい交流会にするための方法を理解している。

	道徳的実践意欲と態度：　２年生に喜んでもらうためによりよい方法を考え，言葉で自分の気持ちや考えをしっかりと伝えながら，協力して活動している。
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６　本時について
（１）ねらい
　　　○２年生のみんなに喜んでもらえるような交流会の内容を考え，協力して話合いをすることができる。
（２）展開　（児童の活動計画は別添）
	第１０回　わくわく作戦会議

	議　題
	「『えがおわくわく交流会』の内容を決めよう」

	
	順　　序
	教　師　の　支　援

◎進行児童への支援　○参加児童への支援

	話合いまで
５分
	1 はじめの言葉

2 役割紹介
3 議題の確認
4 提案理由の説明
5 決まっていることの確認
6 話し合うこと
7 話合いのめあて
	◎提案者の思いが十分伝わるように補助する。

○めあてを声に出して読むことによって意識付けを図り，２年生の立場を考えて話し合うことを確認する。

	話合い
３０分
	8 話合い
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・意見の比べ合い
・決定
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	○スムーズに話合いに入れるように，各コーナーに対する意見を提示しておく。

◎事前に用意した活動計画書を状況に合わせて活用していくよう助言する。
◎副司会には，多くの人が公平に発言できるように，指名シートにチェックしながら指名させていく。

◎黒板記録には，板書がスムーズに進むように意見の要点をまとめて書くように助言する。

○学級全体の問題ととらえ，自分の担当のコーナー以外の話合いでも積極的に参加するように促す。
○提案理由を大切にして考えたり，決めたりするよう助言する。

○それぞれの意見を生かし，よりよくなるようなアドバイスができるように促す。

○交流会を成功させるために，場所や時間，２年生の動きなどについて，学級全体で再確認させる。

○前もって交流会のプログラムと係分担を決めておき，全体の流れのイメージを共有化しておく。

○話合いが滞ったときには，「２年生が喜ぶように」ということを具体的にとらえた上でどうすればよいのかを考えるよう助言する。
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	話合い後
１０分
	9 決まったことの確認
10 振り返りタイム
11 感想発表

12 先生のお話

13 終わりの言葉


	○自分や友達の頑張りを見付けられるように助言する。
◎計画委員の頑張りを賞賛し，話し合ったことの満足感や実践への期待感を高められるようにする。
○めあてを意識した発言をほめ，事後の活動や次の話合い活動への意欲付けをする。
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２－（２）：だれに対しても思いやりの心をもち，相手の立場に立って親切にする。





各コーナーの内容を決めよう


全体の計画を再確認しよう











　【思考・判断】


　　２年生が喜んでくれる具体的な方法を考え，互いの　よさを生かし合いながら話合いをしている。


＜発言・観察＞





①各コーナーの内容を決めよう











評　価





②全体の計画を再確認しよう








